
■施工する方へのお願い
このたびは、EKU製コンビーノ 60H-FSシンクロまたは60GR-FSシンクロをご採用いただき、誠にあり
がとうございます。
取付前に本書をよくお読みいただき、正しく施工いただくようお願いいたします。

誤った取り付けは、施工時だけでなく使用時に思わぬけがをする恐れがあります。
本書の説明、注意事項をお守りください。

警 告

コンビーノ 60H-FSシンクロ
コンビーノ 60GR-FSシンクロ 取付説明書

■取り付けできる扉

  本書は、コンビーノ 60H-FSシンクロまたは
60GR-FSシンクロの取付説明書です。

  部材を切断した場合、切断面のバリやかえりはき
れいに取り除いてください。

  施工中に発生した木材のかすがレールの中に残ら
ないようにきれいに取り除いてください。

  タッピンねじは、最も近い呼びのねじをお使いく
ださい。

 板の木口にタッピンねじを使うときは、板が割れな
いよう下穴を開けるなどの処置を行ってください。

本書は、ひとつのキャビネットに本製品を取り付けることを想定したうえで、もっとも安全
かつ効率的に取り付けできると思われる方法を記載しました。
したがって、必ずしも取り付けの順序や方法を規制するものではありません。
家具メーカ様におかれましては、専門家としての確たる工程をお持ちと考えますので、この
説明書に記載された方法にとらわれず、施工される方の専門技術とご経験に基づいて製作し
てください。
その場合でも、必ず事前にこの取付説明書に一度目を通してくださるようお願いします。
この取付説明書で使っている寸法は、加工や組立による誤差や材料そのものの変形等を考慮し
ておりません。作業においては、このことをご考慮のうえ、切断等の加工を行ってください。

扉質量 60kg以下（扉1枚当り）
コンビーノ 60H-FSシンクロ

木製扉／ガラス厚 木製扉：24 ～ 30 mm

扉寸法 幅 1200 mm以下
高さ 2600 mm以下

コンビーノ 60GR-FSシンクロ

ガラス：4 mm

幅 1800 mm以下
高さ 2400 mm以下
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■60H-FSシンクロ、60GR-FSシンクロを完成させるために必要な扉

■この説明書で使う工具と準備していただくもの
・十字ねじ回し 2番
・六角棒スパナ 呼び3、呼び4

・十字穴付なべタッピンねじ3.5×16
・十字穴付なべタッピンねじ4.5×20

・アルミ合金型材を切断できる機械または工具

■部品
それぞれ、以下の品番が記載された袋に入っています。

①ローラー ②ガイド ③シンクロパーツ ④シンクロパーツ

⑤ローラーガイド ⑥ローラー ⑦連動ロープ（10m） ⑧キャッチ

⑨ストッパー ⑩ストッパー ⑪幕板クリップ ⑫ローラー

⑬ローラー ⑭コーナー金具 ⑮コーナー金具 ⑯コーナー金具

⑰ブッシュ ⑱取付ねじ

  60H-FSシンクロ 部品セット（木製扉用） 55-3088-071

  60GR-FSシンクロ 部品セット（ガラス扉用） 55-3089-071

木扉 ガラス扉

十字穴付皿小ねじ M5×8 ー 24ヶ
十字穴付皿小ねじ M5×10 ー 28ヶ
十字穴付バインド小ねじ M4×6 ー 16ヶ
六角穴付ボルト M5×10 8ヶ 8ヶ
六角穴付ボルト M5×20 2ヶ 2ヶ
十字穴付皿タッピンねじ 3×10 12ヶ 12ヶ
十字穴付皿タッピンねじ 4.5×20 16ヶ ー
特殊タッピンねじ 4.5×20 14ヶ ー

木扉用

ガラス扉用

… 4ヶ

… ーヶ

木扉用

ガラス扉用

… 2ヶ

… 2ヶ

木扉用

ガラス扉用

… 4ヶ

… 4ヶ

木扉用

ガラス扉用

… ーヶ

… 2ヶ

木扉用

ガラス扉用

… ーヶ

… 12ヶ

木扉用

ガラス扉用

… 4ヶ

… 4ヶ

木扉用

ガラス扉用

… 2ヶ

… 2ヶ

木扉用

ガラス扉用

… 4ヶ

… 4ヶ

木扉用

ガラス扉用

… ーヶ

… 4ヶ

木扉用

ガラス扉用

… 2ヶ

… 2ヶ

木扉用

ガラス扉用

… 1本

… 1本

木扉用

ガラス扉用

… 12ヶ

… 12ヶ

木扉用

ガラス扉用

… ーヶ

… 4ヶ

木扉用

ガラス扉用

… 2ヶ

… 2ヶ

木扉用

ガラス扉用

… 2ヶ

… 2ヶ

木扉用

ガラス扉用

… ーヶ

… 2ヶ

木扉用

ガラス扉用

… ーヶ

… 8ヶ

(1) コンビーノ 60H-FS 
この内容についての基本的な説明は、コンビーノ 60H-FSの説明書をご覧ください。

(2) コンビーノ 60GR-FS 
この内容についての基本的な説明は、コンビーノ 60GR-FSの説明書をご覧ください。
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上用　長さ2500mm
【品番】55-3046-250

上用　長さ3500mm
【品番】55-3046-350

下用　長さ2500mm
【品番】55-3092-250

下用　長さ3500mm
【品番】55-3092-350

ピッチエンド：約50mm
穴ピッチ：約300mm

ピッチエンド：約50mm
穴ピッチ：約300mm

ピッチエンド：約50mm
穴ピッチ：約200mm

ピッチエンド：約50mm
穴ピッチ：約200mm

長さ2500mm
【品番】55-3078-250

長さ3500mm
【品番】55-3078-350

2500mm単位で販売
【品番】40-3061-250

■必要な部品

長さ2500mm
【品番】55-3080-250

長さ3500mm
【品番】55-3080-350

長さ2500mm
【品番】55-3079-250

長さ3500mm
【品番】55-3079-350

【品番】55-3096-071 【品番】55-3096-072 長さ2500mm
【品番】55-3061-250

■オプション部品

⑲レール ⑳レール ○レール21 ○レール22

○防振プロファイル25○アルミフレーム23 ○アルミフレーム24

○中桟プロファイル26 ○中桟プロファイル27 ○中桟サポートプロファイル28 ○中桟サポートプロファイル29

○スロットナット31○中桟固定金具30 ○ハンドル32

1. オプション部品のソフトクロージングダンパーを併用する場合、以後本文中の右のマークで示
した説明と、ソフトクロージングダンパーの取付説明書(別冊)をご確認ください。

2. キャビネットの台輪部分に幕板をつけるときは、幕板の寸法は次のようにしてください。
[1] 長さは、(KIM/(戸の数))mm にしてください。
[2] 厚み×幅は、10 mm × 58 mm にしてください。
[3] 扉の数と同じ数だけを製作してください。
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扉裏面

■キャビネットの寸法
この説明書には、六角形［ ］のあと、“SW”の文字が表示さ
れています。この記号は、六角棒スパナの二面幅の寸法です。

１.寸法の表し方（図1-1）
KAM：キャビネットの外幅
KIM：キャビネットの内幅 

（=KAM-2×(キャビネットの側板の厚み)）

２.平面方向の寸法
(1) 図 1-2-1の“TB”の文字は、扉の幅を表してい

ます。

(2)  扉幅は、扉が閉じたときの扉先がキャビネットの
側の外側から、2 mm 内側で止まる場合で設定し
てあります。TB=（KAM+2×S）/4
(図 1-2)

3.扉の加工
扉の裏側の両端に、図 1-3の穴を開けてください。

図 1-1

図 1-2

60H-FSシンクロ 60GR-FSシンクロ

図 1-3
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TB = KAM + 2 S
              4
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S
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S
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※扉の高さは上下合わせて6mmの範囲で調整できます。
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３.化粧パネル等の寸法
「化粧パネル等」とは、ここではアルミフレームの中には
め込む、ガラスパネルおよび/または木製パネルその他の
ことをいいます。

(1)化粧パネル等が1枚のとき
[1]高さ＝TH-7

[2]幅＝TB-7

[3]厚みは、4 mm

[4] 化粧パネル等が木製の板の場合、パネル四辺 は、
図 1-3-1のように加工してください。

(2)  複数の化粧パネル等を組み込むときの配置は、
図 1-3-2 のように行なってください。ここに、
[1]  高さ＝AM-6 
AMは、それぞれの位置の間隔です(図 1-3-2)。

[2] 幅＝TB-7

図1-3-2

図1-3-1

化粧パネル

10 3.
5

6

木製パネルの幅/高さ

4
4

3

A
M

A
M

ガ
ラ
ス
高
さ

 =
 A

M
-6

ガ
ラ
ス
高
さ

 =
 A

M
-5
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■作業手順
１ レールを切断、取付穴を開けます。
(1) レール(○～○)を右図のように切断し、穴加工を行う
(図 2-1-1)。

[1]KIMと同じ長さに切断してください。

[2] 切った位置の都合で取付穴が端から遠く離れてし
まう場合は、端から50mm以内の場所に穴（φ
4）を開けてください。

図 2-1-1

(2) アルミフレーム(○または○)を、ＴＨ（扉高さ）およ
びＴＢ（扉幅）で各２本切断してください。両端はそ
れぞれ 45°で切断してください。（図 2-1-2）

 化粧パネル等が複数の場合は(3)へ、1枚の場合は(5)へ。

(3) 中桟サポートプロファイル(○または○)を（TB-120）
mmで切断し（図 2-1-3）、両端から17.5 mm ず
つ、その間に最大 250 mm間隔で、径 5.5 の穴を開
けてください。

(4) 中桟プロファイル(○または○)を （TB-16）mm の
長さで切断してください。（図 2-1-4）

(5) 防振プロファイル○をガラスあるいは化粧パネル等の
四辺の長さに合わせて切断してください。

(6) ハンドル○をつける場合最大THmmで切断してくだ
さい(図 2-1-5)。

TB/TH

45°

 

TB－120

 

TB－16

 

最大　TH

図 2-1-2

図 2-1-3

図 2-1-4

図 2-1-5

23                         24

28                        29

25

19          22

26                         27

32

 KIM

以下

200

200

 KIM

以下
300

300

50

50



7

20

20

=

=

２ レールにストッパーを組み込みます
(1)下用のレール(○または○)にストッパー⑨およびキャッ
チ⑧を図 2-2-1 のように組み込んでください。

 
[1] ストッパー⑨にキャッチ⑧を次のように組み込ん
でください。 
これを左右各1組作り、組んだものをストッパー組 
立と呼びます。

[2] 下用のレール(○または○)に、ストッパー⑨とス
トッパー組立を図 2-2-2 のように組み込んでくだ
さい。  位置は、左右対称です。

(2) 上用のレール(⑲または⑳)の左右からストッパー⑩お
よびシンクロパーツ③を図 2-2-3のように組み込んで

ください。 位置は、左右対称です

図 2-2-2

図 2-2-3

六角棒スパナ呼び3

21                       22

図 2-2-1

左用

右用

ストッパー⑨

キャッチ⑧

21                          22

20

17

=

=

40
40

20

17

ストッパー⑩

シンクロパーツ③
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シンクロパーツ④

ローラーガイド⑤

ローラー⑥

シンクロパーツ③

地板25

28

十字穴付なべタッピンねじ
4.5 x 35(別途)

47

103

47

90

25天板 天板

十字穴付なべタッピンねじ
3.5 x 16（別途）

十字穴付皿タッピンねじ
4.5 x 40（別途）

３ レールをキャビネットに取り付けます
(1) 上用のレール(⑲または⑳)をキャビネットに図2-3-1
および次のようにキャビネットへ取り付けてくださ
い。
[1] キャビネットの天板の上に、その幅の中心と上側レー
ル(⑲または⑳)の長さの中心を合わせ、奥行方向は図 
2-3-2の寸法で、ねじで取り付けてください。

[2]  キャビネット内側からねじで呼び込むときは、図 
2-3-3のようにできます。

(2) 下用レール(○または○)を台枠に、固定してくださ
い(図 2-3-4)。

図 2-3-1

図 2-3-4

図 2-3-2 図 2-3-3

このような方法でも取り
付けできます。

21                         22

４ ロープを張ります
(1) シンクロパーツ③の上に、図 2-4-1 のようにロー
ラー⑥、ローラーガイド⑤の順に置き、ねじで固定し
てください。上用のレール(⑲または⑳)の左右両側と
も行なってください。

(2) 連動ロープ⑦を、左右のローラーガイド⑤の内側を通
してローラー⑥の溝に引っ掛け、やや中央にその両端
を集めてください(図 2-4-2)。

(3) シンクロパーツ④のねじ穴に、ねじをその長さの中間
までをねじ込んでください(図 2-4-2)。

(4) 連動ロープ一方の端を一方のねじに巻き、 そのねじ
を締めてください。(図 2-4-2)。

(5) ロープを 45 N を超えない力で引っ張ってください。
もう一つのシンクロパーツ④は、あとで使います
(図 2-4-2)。

図 2-4-1

図 2-4-2

六角棒スパナ呼び3

六角棒スパナ呼び4

45N以下

300

50

50

300

300

300

300

200

200

200

200

200

ガイドレール［○○］選択21   22

ガイドレール［⑲⑳］選択
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TB - 7

TB - 7

A
M

 -
 6

A
M

 -
 6

アルミフレーム［○○］選択23  24

防振プロファイル○25

コーナー金具⑯
コーナー金具⑮

M5 x 8

M5 x 8

コーナー金具⑭

コーナー金具⑯

図 2-5-1および図 2-５-2は中に入れるパネル等が複数
のときです。一枚のときは、中央の桟を省略して図を
参考にしてください。このときは(2) から進めてくださ
い。

(1) 中桟プロファイル(○または○)は、中桟固定金具○お
よびスロットナット○で組み立てください。あとで修
正することがあるので、本締めはしないでください
(図 2-5-2)。

(2) アルミフレーム扉の上側は、コーナー金具(⑮および
⑯)でで仮締めしてください。あとで修正することが
あるので、ここでは、本締めはしないでください(図
2-5-3)。

(3) アルミフレーム扉の下側は、コーナー金具(⑭および
⑯)で組み立てください(図 2-5-4)。
あとで修正することがあるので、ここでは、本締めは
しないでください。

(4) 各部の直角を確認しながら本締めし、上下のコーナー
金具(⑭および⑮)をアルミフレーム扉に固定してくだ
さい。

５ アルミフレーム扉を組み立てます（60GR-FSシンクロ）

図 2-5-1

図 2-5-2

図 2-5-4

図 2-5-5

図 2-5-3

M4 x 6

M4 x 6

26                         27 30

31

中桟サポートプロファイル［○○］選択

M5 x 8

中桟プロファイル［○○］選択26  27

スロットナット○31

28  29

TB-16

TB-120

250

中桟固定金具○30
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M5 x 10

M5 x 10

ガイド②

ローラー⑫

ブッシュ⑰

Ø 3 x 3

Ø 25 x10

Ø 3 x 3

4.5 x 20

4.5 x 20

64

53

16
22

90

86

50

95

18

十字穴付特殊タッピンねじ

ガイド②

ローラー①

７ アルミフレーム扉にローラー(⑫と⑬)、ガイド②を組み込みます【60GR-FSシンクロ】

６ 扉にローラー①とガイド②を組み込みます【60H-FSシンクロ】

 右図のように上にガイド②、下にローラー⑫、⑬を上下そ
れぞれに組み込んでください(図 2-7-1)。
 ローラーを取り付ける際、右図のようにブッシュ⑰を共締
めしてください。
同じ扉を２枚作ります(図 2-7-2)。

 右のように上にガイド②、下にローラー①を上下それぞ
れに組み込んでください(図 2-6-1)。
同じ扉を２枚作ります(図 2-6-2)。

図 2-7-1

図 2-7-2

図 2-6-1

図 2-6-1

図 2-6-2
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８ 扉をキャビネット組み込みます
(1) 向かって右側の扉のローラー①（60GR-FSは⑫、⑬）
を、下用のレール○または○に先に組み込んでくださ
い。 
それから、ガイド②を上用のレール(⑲または⑳)に組
み込んでください(図 2-8-1)。 

 向かって左側の扉を先に組んでも組み込めますが、問題
が起こったときの対応のため、やむをえない場合を除い
て、向かって右側の扉を先に組み込んでください。

(2) ガイド②のローラ部の幅の全体が上用のレール(⑲ま
たは⑳)の平面部の中に完全に納まるよう取り付けて
ください(図 2-8-２)。

(3) 調整は、ローラー(①、⑫、⑬)にあるねじを❶～❸の
手順で回して行ってください(図 2-8-3)。

(4)  組み込んだ扉を、向かって左側にいっぱいに寄せてくだ
さい。

(5) 先に連動ロープに止めたシンクロパーツ④を、その扉の
向かって左側のガイド②と図 2-8-4のように、ねじで
連結してください。扉とシンクロパーツ③の向きは、図
2-8-5 のようになります。

図 2-８-1

図 2-８-4

21                       22

M5 x 10

シンクロパーツ④

ガイド②
六角棒スパナ呼び3

図 2-8-5

図 2-８-2

ローラー部

六角棒スパナ呼び4 六角棒スパナ呼び4

+4
‒2

❷高さを調整

❶少しゆるめる
❸締め込む

+4
–2

❷高さを調整

❸締め込む❶少しゆるめる

図 2-８-3
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M5 x 10

シンクロパーツ④

(6) 向かって左側の扉と同様に右扉の同右側のガイド②
を、図2-8-6の手順で連結してください。

(7) 両側の扉を閉じてください(図 2-8-7)。

(8) 右側の扉を(4)とは逆に右へ移動し、シンクロパーツ
④を取り付けてください(図 2-8-8)。
シンクロパーツ④の向きは、向かって左側と逆になり
ます(図 2-8-9)。

(9) 向かって右側の扉のシンクロパーツ④の溝に連動ロープ
⑦を引っ掛け、これらを連結してください
(図 2-8-10)。

(10) 左右の扉が均等に動くかどうか確認してください
（図 2-8-11)。
均等に動かないときは、(8)および(9)を繰り返してくだ
さい。

図 2-8-6 図 2-8-7

図 2-8-9 図 2-8-10

図 2-8-11

図 2-8-8

六角棒スパナ呼び4

六角棒スパナ呼び4

連動ロープ⑦
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ハンドル○32

140

200-300

200-300

8

3x10

2枚
扉 KIM / 2

幕板クリップ⑪

９ 幕板を取り付けます

(2) 幕板をキャビネットに組み込んでください
(図 2-9-2、図 2-9-3)
 組込みは、幕板クリップ⑪を下用のレール(○または
○)に差し込むようにしてください。

図 2-９-1

図 2-９-2 図 2-９-3

(1) 幕板の裏側に、幕板クリップ⑪を図 2-9-1 のように
止めてください。

10 ハンドル○を取り付けます（オプション）
(1) ハンドルを図 2-10-1および図 2-10-2のようにアル
ミフレームに付属の両面年着テープで貼り付けてくだ
さい。貼付面は事前に清掃してください。

(2) ハンドルのエッジは、危険防止のため角を落としてく
ださい。（図 2-10-3）

図 2-10-1

図 2-10-2

図 2-10-3

32

21

22

ハンドルが取り付いたキャビネットを上から見た図
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